
     

 発生件数 死者数 負傷者数  

発生状況 2,431 44 2,677  

高齢者事故 1,169 31 527  

前年同期比 －119 －１ －98  

 令和７年中における県内での交通死亡事故発生件数は、４３件であ

り、交通事故の死者数は、４４人です。   

 また、交通事故死者数のうち、３１人が高齢者であり、全死者数

の約７割を占めている状況です。 

 交通事故は、車両運転時の少しの気の緩みや小さな油断などが、

大きな事故の原因になることがあります。 

 日頃から交通ルールとマナーをしっかり守り、「事故に遭わな

い・起こさない」ための運転に心掛けましょう。  

県内の交通事故 令和７年12月末現在(概数) 

鹿児島県警察本部 高齢者交通安全支援室 

         電話 099－206－0110 

☆令和７年の交通死亡事故の特徴☆ 
○ 全交通事故死者のうち、約７割が高齢者(31件発生、死者数31人)。 

○ 類型別では、人対車両の事故が19件で最も多く、全死亡事故の約４割を占める。 

○ 違反別では、前方不注意が18件と最も多く、次に操作不適、歩行者妨害の順に多い。 

○ 高齢者年齢別死者数では、80歳以上が15人と最も多い状況。 

※高齢者事故発生件数は、高齢者が関連する全事故件数、高齢者事故死者数、負傷者数は、高齢者の死者数、負傷者数 

左右の確認！ 
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交通事故を起こさない，交通事故に遭わないために 

速度は控えめに緊張感を持って運転しましょう 

歩行者がいる 
注意して走ろう 

カーブの先に何かあるかも 
手前で十分減速 

 時速40キロで走行していた場合，１秒間で約11メートル進みます。 
 ほんの少しの脇見でも，人や車の発見が遅れてしまいます。 
 危険の発見が遅れ，慌ててしまうと，的確なハンドル操作ができなくなり，また，アクセルと
ブレーキを踏み間違えてしまうおそれがあります。 
 危険を予測して，安全な速度で，油断せず前方，左右の安全を確認しながら運転しましょう。 
 また，体調が悪いときや，天気が悪いときは，運転を控えて，交通事故を防止しましょう。 

交差点進行時は安全確認を徹底 

前方の安全確認！ 
信号を確認！ 
ミラーや目視で後方の確認！ 

対向車の確認！ 
歩行者・自転車がいないか，
右方の確認 

歩行者，自転車がいないか 
再度，左右を確認！ 

 交差点を進行する際は，確認するポイントが多く，同時にハンドル・ブレーキ操作など多くの動
作が必要です。 
 慌てず，落ち着いて運転するとともに，しっかりと安全確認を行い運転しましょう。 
 車には「死角」があります。死角を解消するため，安全確認はしっかりと顔を動かして行いま
しょう。 
 交差点を右左折する際は，横断歩道の歩行者，自転車を見落とさないよう，安全確認を徹底し，
安全な速度で進行しましょう。 
  

夜光反射材を着けましょう 

 早朝や夜間などの暗い
時間帯は夜光反射材を着
用するとともに明るい服
装を心がけ，運転者に自
分の存在をアピールしま
しょう。  

    

自転車の安全利用 

 交差点では，信号，一
時停止を守って安全確認
を行うなど，交通ルール
を守りましょう。 
 安全のため，ヘルメッ
トを着用しましょう。  

    

   補償運転を実践して安全運転に努めましょう！ 


